
日英フュージョン・シンポジウム及びレセプションの開催（英国）

【概要】

日英関係が日英科学技術協力協定等のもとで強固な協力関係にあることを確
認するとともに、フュージョンエネルギー分野において学術研究にとどまらず日
英間の産業協力を更に発展させることを目的として、日本の産業界と連携し開催。

第１部シンポジウムでは、日英両国の官民におけるフュージョンの専門家が、日
英が新たなグローバルセクターを牽引する方法に関して、パネリストとして登壇し
活発な意見交換を実施。

第２部レセプションでは、マッカーシーエネルギー・安全保障・ネットゼロ省
（DESNZ）気候担当大臣をはじめとする英国政府関係者に加え、ネイシュ フュー
ジョン・エネルギー議連会長、英国原子力公社、日英両国のフュージョン・エネル
ギー関連企業・スタートアップ、アカデミア関係者・金融関係者等約100名（日本
からの出席者約40名を含む）が参加。

開催日： 令和7年3月4日
場 所： 在英国大使館内大会議室・ボールルーム
主催・共催： 在英国大使館

一般社団法人フュージョンエネルギー産業協議会(J-Fusion)

在英国大使館

【結果・評価】

シンポジウム会場は満員となり立ち見も発生する等、フュージョンエネルギーに
関する日英協力への英国側の極めて高い関心及び期待が伺われ、政府や研究
機関間の協力のみならず、今後の日英間のビジネス連携や、人脈を築く絶好の
機会となった。

本イベントで得られたモーメンタムを背景として、本年６月には、日英政府間で核
融合技術開発に関する覚書の署名が行われたほか、J-FusionとThe Fusion
Cluster（英国の産業協議会）の間でフュージョンエネルギー産業における日英の
連携強化を目的とした覚書が締結された。

【ビジネスセミナー】


